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は
じ
め
に

　

兵
庫
県
三
木
市
で
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
よ
り
市
史
編
さ

ん
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
刊
行
予
定
の
全
一
八
巻
中
、
一
〇
巻
が
公

民
館
設
置
地
域
を
単
位
と
す
る
「
地
域
編
」
に
当
て
ら
れ
、
市
史
編
さ

ん
室
や
関
係
者
に
よ
る
助
言
の
も
と
、
住
民
の
方
々
が
部
会
を
結
成
し
、

調
査
・
執
筆
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
地
域
編
の
第
六
冊

目
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
章
、
節
タ
イ
ト
ル
の
み
）。

　
　

序
章　

青
山
編
の
取
組

三木市史編さん委員会編
『新三木市史 地域編９ 青山の歴史』

発行　三木市
2023 年 3月 31 日
B5 判　306 頁
販売価格　2,500 円

詳しくは三木市HP「市史編さん室
―既刊刊行物のご案内」欄参照
https://www.city.miki.lg.jp/
soshiki/9/

　
　

第
一
章　

青
山
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
青
山
の
誕
生

　
　
　

一
―
一 

三
木
市
南
東
部
の
地
形
・
地
質
概
要
／
一
―
二 

三
木

市
南
東
部
の
地
形
／
一
―
三 

三
木
市
南
東
部
の
地
質
／
一
―

四 

青
山
の
誕
生
と
そ
の
後
／
一
―
五 

建
築
協
定
か
ら
住
民
協

定
の
ま
ち
へ

　
　

第
二
章　

青
山
の
あ
ゆ
み
と
地
域
活
動

　
　
　

二
―
一 

自
治
会
連
合
会
の
あ
ゆ
み
／
二
―
二 

各
丁
目
の
あ
ゆ

み
／
二
―
三 

青
山
公
民
館
と
地
域
発
展
／
二
―
四 

ま
ち
づ
く

り
協
議
会
／
二
―
五 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
行
事
／
二
―
六 

各
種
団
体
の
あ
ゆ
み
／
二
―
七 

各
委
員
会
・
協
議
会
活
動

　
　

第
三
章　

青
山
の
施
設

　
　
　

三
―
一 
公
共
施
設
／
三
―
二 

教
育
施
設
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第
四
章　

青
山
の
生
活

　
　
　

四
―
一 

買
い
物
・
商
業
施
設
／
四
―
二 

医
療
施
設
／
四
―
三 

子
育
て
の
取
り
組
み
／
四
―
四 

災
害

　
　

第
五
章　

資
料
・
統
計
編

　
　
　

五
―
一 
青
山
地
区
関
連
年
表
／
五
―
二 

青
山
の
統
計
デ
ー
タ

　
　

附
録

　
　
（
Ｂ
５
判
・
三
〇
六
頁
）

　　

本
書
が
対
象
と
し
て
い
る
三
木
市
志
染
町
青
山
地
区
は
、
後
に
も
詳

し
く
述
べ
る
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
に
造
成
、
入
居
が
開
始
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン（

１
）」

で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
後
各
地
で

計
画
、
造
成
が
進
ん
だ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
、
建
築
学
、
社
会

学
、
地
理
学
な
ど
の
分
野
で
、
開
発
手
法
に
関
す
る
議
論
や
、
そ
の
後

顕
在
化
し
て
き
た
高
齢
化
問
題
に
関
す
る
分
析
な
ど
が
膨
大
に
蓄
積
さ

れ
て
き
た
。
青
山
地
区
に
つ
い
て
は
、「
飲
食
関
係
施
設
」
や
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
な
ど
の
「
生
活
サ
ー
ビ
ス
関
係
施
設
」、「
購
買
施
設
」
と
い
っ

た
「
生
活
拠
点
機
能
」
の
立
地
と
変
遷
を
分
析
し
た
青
木
嵩
氏
に
よ
る

論
考
が
あ
る（

２
）。

　

歴
史
学
に
お
い
て
も
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
対
象
と
し
た
文
献
は
少
な

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、『
多
摩
市
史　

通
史
編
二 

近
現
代
』
は
、
国
内
最
大
規
模
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
、
開
発
以
前
の
地
域
史
、
開
発
の
経
過

と
農
民
に
よ
る
反
対
運
動
の
展
開
、
開
発
後
の
交
通
手
段
・
商
業
施
設

整
備
の
遅
れ
な
ど
に
よ
る
不
便
な
生
活
、
住
民
運
動
の
展
開
な
ど
を
通

史
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る（

３
）。

同
じ
く
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
検
討
対

象
に
し
た
金
子
淳
氏
は
、
同
地
域
で
展
開
さ
れ
た
住
民
運
動
や
、
ミ
ニ

コ
ミ
誌
を
通
じ
た
消
費
者
の
啓
発
活
動
、
建
築
家
の
意
図
と
は
異
な
っ

た
居
室
の
利
用
な
ど
を
、
都
市
計
画
者
や
建
築
家
な
ど
開
発
者
の
「
実

験
」
に
対
す
る
、「
住
民
を
主
語
と
す
る
「
暮
ら
し
の
実
験
」」
と
評
価

し
た（

４
）。

二
〇
一
八
年
に
は
吹
田
市
立
博
物
館
、
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
歴
史

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
連
携
し
て
、
千
里
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
主
題
と

し
た
企
画
展
示
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
誕
生
～
千
里
＆
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
見
る
都
市
計
画
と
人
々
～
」
を
開
催
し
て
い
る（

５
）。

　

ま
た
、
兵
庫
県
内
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
海
一
雄
氏
は
県
内
各
地
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
住
宅
地
建
設
の
経
過
、
人
口
動
態
、
前
史
と
な
る
昭

和
戦
前
期
の
都
市
計
画
な
ど
を
検
討
し
て
い
る（

６
）。近
年
刊
行
さ
れ
た『
兵

庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み
』
で
は
、
戦
後
の
兵
庫
県
に
お
け
る
住

宅
政
策
の
経
過
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
に
つ
い

て
も
言
及
が
あ
る（

７
）。

　

本
稿
作
成
ま
で
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
文
献
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
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ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
そ
の
形
成
当
初
か
ら
実
践
的
な
課
題
設
定
を
含
む
多

様
な
研
究
分
野
で
分
析
が
進
め
ら
れ
、
近
年
は
そ
こ
で
の
生
活
が
歴
史

学
的
な
研
究
の
対
象
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
は
整
理
し
て
お

き
た
い
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
地
域
住
民
自
身
が
開
発
以
前
の
地

域
の
歴
史
、
そ
し
て
自
ら
の
生
活
や
自
治
活
動
を
歴
史
と
し
て
と
ら
え

た
本
書
全
体
の
試
み
は
、
同
様
に
市
内
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
緑
が

丘
地
区
を
扱
っ
た
『
緑
が
丘
の
歴
史
』
と
あ
わ
せ
て
、
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
以
下
で
は
ま
ず
青
山
地
区
の
概
要
に
触
れ

な
が
ら
各
章
の
あ
ら
ま
し
を
示
し
た
う
え
で
、
評
者
な
り
に
感
じ
た
本

書
の
特
色
や
意
義
を
論
じ
て
み
た
い
。
な
お
、
本
書
か
ら
の
参
照
箇
所

は
基
本
的
に
（ 

）
内
に
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
た
。

一
　
本
書
の
特
徴

　

青
山
地
区
は
三
木
市
の
南
部
に
位
置
し
、
南
東
部
で
神
戸
市
西
区
に

接
し
て
い
る
。
現
在
は
戸
建
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
閑
静
な
街
並
み
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
開
発
以
前
の
青
山
地
区
は
、
丘
陵
地
に
広
が
る
「
赤

松
の
多
生
す
る
雑
木
林
で
、
松
茸
の
山
と
し
て
も
知
ら
れ
」
て
い
た

（
二
七
頁
）。「
第
一
章　

青
山
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
青
山
の
誕
生
」

で
は
、
こ
う
し
た
開
発
以
前
の
青
山
地
区
に
つ
い
て
詳
細
な
地
質
・
地

層
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
～
明
治
初
期
の
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
る
絵
図
を
用
い
て
、
近
隣
の
入
会
地
に
向
か
う
山
道
の
利
用

な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
二
四
～
二
七
頁
）。

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成
の
経
過
に
つ
い
て
も
本
章
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
（
以
下
大
和
ハ
ウ
ス
）
は
、
先

行
し
て
開
発
し
て
い
た
緑
が
丘
地
区
に
続
い
て
、
一
九
八
三
（
昭
和

五
八
）
年
よ
り
「
松
が
丘
ネ
オ
ポ
リ
ス
」
の
造
成
を
開
始
し
、
翌
年
市

議
会
で
「
志
染
町
青
山
」
の
名
称
が
決
定
さ
れ
た
。
第
一
号
の
入
居

は
一
九
八
五
年
と
さ
れ
て
い
る
（
二
七
～
二
八
頁
）。
巻
末
の
統
計
に

よ
れ
ば
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
時
点
の
世
帯
数
は
二
二
七
四
世
帯
、

人
口
は
五
六
四
八
人
で
あ
る
。

　
「
第
二
章　

青
山
の
あ
ゆ
み
と
地
域
活
動
」
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造

成
後
の
自
治
会
や
各
種
団
体
の
活
動
を
論
じ
る
も
の
で
、
自
治
会
連
合

会
お
よ
び
各
丁
目
自
治
会
の
沿
革
や
、
精
力
的
な
公
民
館
活
動
、
地
域

行
事
、
老
人
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
団
体
の
活
動
な
ど
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
。

　
「
第
三
章　

青
山
の
施
設
」
で
は
地
域
内
に
立
地
す
る
公
共
施
設
や
、

学
校
区
に
属
す
る
小
中
学
校
な
ど
に
つ
い
て
、
各
施
設
の
沿
革
・
概
要

が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
現
在
の
利
用
状
況
の
推
移
や
、
特
色

あ
る
取
り
組
み
の
紹
介
に
も
意
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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「
第
四
章　

青
山
の
生
活
」
で
は
、
大
規
模
店
舗
を
中
心
と
す
る
商

業
施
設
の
設
置
過
程
、
医
療
施
設
の
整
備
状
況
、
子
育
て
支
援
の
取
り

組
み
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
西
日
本

豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域
に
お
け
る
災
害
史
も
本
章
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
寄

稿
文
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
記
録
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

（
一
）
自
治
活
動
の
積
み
重
ね

　

本
書
の
特
色
の
第
一
と
し
て
、
自
治
会
連
合
会
や
各
丁
目
自
治
会
、

地
域
団
体
に
よ
る
自
治
活
動
の
積
み
重
ね
に
関
す
る
叙
述
が
あ
げ
ら
れ

る
。
特
に
建
築
協
定
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
中
で
繰
り
返
し

青
山
地
区
の
特
徴
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

建
築
協
定
と
は
、「
建
築
基
準
法
な
ど
の
一
般
的
制
限
以
外
に
、
市

町
村
が
条
例
で
決
め
る
一
定
区
域
内
で
、
関
係
権
利
者
の
全
員
の
合
意

の
も
と
に
、
建
築
の
敷
地
・
構
造
・
意
匠
な
ど
に
つ
い
て
取
り
決
め
る

協
定
」（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）
を
指
す
。
具
体
的
に
は
青
山
地
区
の
場
合
、

建
物
は
二
階
建
て
ま
で
と
す
る
こ
と
や
、
擁
壁
・
垣
根
の
高
さ
制
限
な

ど
、
全
一
六
項
目
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
本
書
の
特
色
に
も
関
わ
る
点

で
あ
る
の
で
、
建
築
協
定
の
適
用
と
、
以
後
の
自
治
会
に
よ
る
対
応
の

過
程
を
本
書
に
沿
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

青
山
地
区
の
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
一
九
八
四
年
一
二
月
、
市
議

会
は
建
築
協
定
を
同
地
区
に
適
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
、
当
時
阪
神
地
域
の
住
宅
地
と
し
て
「
小
規
模
か
つ
無
秩
序
な
土

地
利
用
も
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
将
来
都
市
環
境
の
悪
化
を
懸

念
し
て
い
た
」
三
木
市
と
、「
こ
れ
ま
で
開
発
し
て
来
た
住
宅
地
と
の

差
別
化
」
を
図
り
た
い
大
和
ハ
ウ
ス
の
意
向
が
合
致
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
（
三
五
頁
）。

　

当
初
は
建
築
申
請
の
受
付
や
、
協
定
に
照
ら
し
た
技
術
審
査
な
ど
の

業
務
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年

に
一
～
三
、六
丁
目
自
治
会
か
ら
な
る
自
治
会
連
合
会
が
発
足
す
る
と
、

大
和
ハ
ウ
ス
は
そ
れ
ま
で
代
行
し
て
き
た
建
築
協
定
に
関
す
る
業
務
の

移
管
を
自
治
会
連
合
会
に
要
請
す
る
。
こ
れ
を
受
け
た
自
治
会
連
合
会

の
委
嘱
に
よ
り
、
一
九
九
一
年
各
丁
目
に
建
築
協
定
運
営
委
員
会
が
設

立
さ
れ
、「
近
所
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
見
回
り
、
違
反
者
に
対
す
る

建
築
協
定
の
説
明
、
啓
発
な
ど
」
に
あ
た
っ
た
（
三
七
頁
）。
青
山
地

区
全
体
と
し
て
も
自
治
会
連
合
会
か
ら
独
立
し
た
青
山
地
区
建
築
協
定

運
営
委
員
会
が
同
年
に
発
足
し
、
住
宅
建
築
に
際
す
る
審
査
業
務
に
つ

い
て
は
建
築
事
務
所
と
委
託
契
約
を
結
ぶ
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

　

こ
の
建
築
協
定
は
、
二
〇
〇
五
年
以
後
各
丁
目
で
順
次
期
限
切
れ
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
自
治
会
連
合
会
は
二
〇
〇
一
年
よ
り
勉
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強
会
な
ど
を
開
始
し
て
対
応
に
あ
た
り
、
二
〇
〇
二
年
に
は
青
山
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
結
成
し
て
、
協
定
失
効
後
も
良
好
な
住
環
境
を
保
持

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。
二
〇
〇
五
年
、
新
た
に
住

宅
建
築
の
ル
ー
ル
を
定
め
た「
青
山
地
区
住
民
協
定
」が
成
立
す
る（
以

上
、
建
築
協
定
な
ら
び
に
住
民
協
定
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
二
七
～

三
〇
、三
五
～
四
三
、五
〇
～
五
一
頁
）。

　

こ
の
他
に
、
住
民
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
商
業
施
設
誘
致
と
店

舗
―
住
民
間
の
意
見
調
整
（
五
一
～
五
二
頁
）、
二
〇
〇
四
年
以
後
の

空
き
巣
被
害
の
多
発
を
受
け
た
派
出
所
設
置
の
要
望
、
そ
の
頓
挫
を
受

け
た
青
山
地
区
生
活
安
全
推
進
委
員
会
に
よ
る
自
主
的
な
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
（
二
一
一
頁
）、
自
治
会
連
合
会
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

各
丁
目
の
自
治
活
動
に
つ
い
て
も
見
る
と
、
た
と
え
ば
青
山
地
区
の

南
端
に
位
置
し
、
神
戸
市
西
区
と
接
す
る
一
丁
目
自
治
会
は
、
一
丁
目

を
東
西
に
走
り
、
関
西
国
際
大
学
付
近
で
行
き
止
ま
り
で
あ
っ
た
市
道

青
山
笠
松
線
が
、
二
〇
〇
五
年
神
戸
方
面
に
開
通
す
る
こ
と
を
受
け
て
、

交
通
量
の
増
大
に
よ
る
住
環
境
の
悪
化
を
懸
念
す
る
住
民
と
市
側
と
の

調
整
に
あ
た
っ
た
（
六
七
～
六
八
頁
）。
青
山
地
区
の
中
部
で
、
商
業

施
設
が
複
数
立
地
す
る
六
丁
目
自
治
会
は
、
商
業
施
設
建
設
に
伴
う
住

宅
地
用
地
の
駐
車
場
へ
の
転
用
に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
の
反
対
意
見
と

不
動
産
業
者
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
（
一
二
三
～
一
二
四
頁
）。

　

上
記
の
自
治
会
活
動
の
叙
述
に
関
し
て
は
、
各
種
の
施
設
や
道
路
整

備
に
伴
う
利
便
性
の
向
上
と
、
周
辺
住
民
に
よ
る
反
対
意
見
の
双
方
に

目
配
せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
調
整
に
あ
た
っ
た
当
該
期
自
治

会
の
「
困
惑
」
や
「
負
担
」
に
も
簡
略
な
が
ら
言
及
し
て
い
る
点
が
、

自
治
活
動
を
全
体
の
軸
と
し
つ
つ
、
住
民
自
身
の
手
で
執
筆
さ
れ
た
本

書
な
ら
で
は
の
ス
タ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

は
、
敬
老
会
行
事
で
発
生
し
た
食
中
毒
の
対
応
、
い
わ
ば
自
治
活
動
の

「
失
敗
」
と
も
い
え
る
出
来
事
が
、「
あ
え
て
記
録
に
残
し
て
お
き
た
い
」

と
の
思
い
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
評
者
個
人
と
し
て
は
非
常
に

印
象
に
残
っ
た
（
一
五
一
～
一
五
二
、一
六
九
頁
）。

　

冒
頭
で
触
れ
た
金
子
淳
氏
に
よ
る
研
究
で
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
お
い
て
当
初
の
開
発
計
画
か
ら
生
じ
た
不
具
合
に
対
応
し
な
が
ら
、

「
与
え
ら
れ
た
環
境
を
自
分
た
ち
の
も
の
へ
と
主
体
的
に
読
み
替
え
て

い
く（

８
）」
住
民
た
ち
の
営
為
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
冒
頭
で

紹
介
し
た
企
画
展
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
誕
生
」
も
、
間
取
り
の
変
更
や
、

簡
易
型
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
道
具
の
購
入
な
ど
を
紹

介
し
つ
つ
、「
計
画
者
や
開
発
者
た
ち
が
手
掛
け
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

次
第
に
生
活
者
の
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た（

９
）」

と
す
る
。
二
つ
の
指
摘
は

い
ず
れ
も
都
市
計
画
者
、
施
工
業
者
ら
の
計
画
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
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た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
、
次
第
に
住
民
た
ち
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
な
っ
て

ゆ
く
過
程
に
力
点
が
あ
る
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
青
山
地
区
に
お
い
て
は
、
開
発
業
者
に
よ
っ
て
代
行

さ
れ
て
い
た
建
築
協
定
に
関
す
る
業
務
が
、
自
治
会
連
合
会
に
委
託
さ

れ
た
後
、
次
第
に
良
好
な
住
環
境
の
基
礎
と
し
て
住
民
に
理
解
さ
れ
て

い
っ
た
。
最
終
的
に
は
期
限
切
れ
を
迎
え
る
建
築
協
定
を
引
き
継
ぐ

ル
ー
ル
の
検
討
そ
の
も
の
が
、
行
政
か
ら
も
支
援
を
得
つ
つ
、
住
民
に

よ
っ
て
自
主
的
に
引
き
受
け
ら
れ
て
い
く
。金
子
氏
と
企
画
展「
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
誕
生
」
に
よ
る
指
摘
は
住
民
生
活
の
位
相
に
注
目
し
た
も
の
だ

が
、
青
山
地
区
に
お
け
る
建
築
協
定
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る
種
々

の
自
治
活
動
も
ま
た
、
同
地
区
の
住
民
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
「
自
分
た

ち
の
も
の
」
に
し
て
い
っ
た
過
程
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
先
に
触
れ
た
本
書
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

「
自
分
た
ち
の
も
の
」
に
す
る
過
程
が
、
地
域
内
で
発
生
す
る
意
見
の

相
違
や
利
害
衝
突
、
さ
ら
に
は
自
治
活
動
の
「
失
敗
」
に
も
向
き
合
っ

て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
地
域
内
の
葛
藤
、
そ

の
調
整
に
あ
た
る
「
困
惑
」
や
「
負
担
」、
そ
し
て
「
失
敗
」
の
経
験

ま
で
を
も
含
ん
だ
自
治
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
住
民
の
方
自
身
に
よ
っ

て
地
域
の
歴
史
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
面
白
さ
の
一

端
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）	

地
域
住
民
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

　

本
書
の
第
二
の
特
色
と
し
て
、
全
二
二
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
コ
ラ

ム
「
声
に
出
し
て
読
む
ふ
る
さ
と
青
山
こ
ぼ
れ
話
」
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
自
治
活
動
に
関
わ
ら
れ
た
住
民
の
方
の
思
い
出
や
、
青
山
地

区
を
囲
む
自
然
環
境
、
少
女
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
主
題
が
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

造
成
直
後
の
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
か
け

て
青
山
地
区
に
入
居
さ
れ
た
方
に
よ
る
回
想
や
、
転
居
・
転
職
の
履
歴

な
ど
に
触
れ
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
資
料
的
に
も
重
要
な
意
義
を

持
っ
て
い
る
と
思
う
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
一
九
八
八
年
に
入
居
し

た
前
川
尚
子
氏
に
よ
る
コ
ラ
ム
の
一
節
で
あ
る
。

　
　
　

わ
ず
か
な
住
宅
の
回
り
に
は
虫
も
多
く
、
ふ
く
ろ
う
や
猿
、
き

つ
ね
ま
で
見
か
け
ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
心
細
く
な
り
、
用
心

の
た
め
早
々
に
鍵
を
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
玄
関
の「
ピ

ン
ポ
ン
」
が
鳴
る
と
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
、
恐
る
恐
る
ド
ア
を

開
け
て
は
相
手
の
方
に
失
礼
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

日
常
の
生
活
は
、
コ
ー
プ
の
宅
配
だ
け
が
頼
り
、
バ
ス
は
昼
間

の
時
刻
は
ぽ
っ
か
り
空
い
て
夕
方
ま
で
走
っ
て
い
な
い
。
こ
ん
な
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青
山
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。（
八
四
頁
）

　

広
大
な
造
成
地
に
ま
ば
ら
に
立
つ
住
宅
で
暮
ら
す
不
安
感
、
商
業
施

設
や
交
通
手
段
が
未
整
備
な
段
階
で
の
不
便
な
生
活
な
ど
、
造
成
間
も

な
い
地
域
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。

　

住
民
が
感
じ
た
新
住
民
に
対
す
る
微
妙
な
ま
な
ざ
し
や
、
地
域
内
の

葛
藤
に
言
及
し
た
コ
ラ
ム
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
井
土
裕
子
氏
は
、

「
役
所
の
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
頃
、「
青
山
」
と
言
う
と
、
地
元

の
方
々
か
ら
は
「
新
興
住
宅
地
は
よ
そ
者
の
集
ま
り
」
と
い
う
意
識
が

ま
だ
強
く
あ
っ
た
時
代
で
し
た
。」（
七
四
頁
）
と
回
想
す
る
。

　

ま
た
、
三
木
市
の
精
神
障
が
い
者
家
族
会
「
ほ
の
ぼ
の
会
」
の
活
動

な
ど
に
関
わ
っ
た
伊
東
久
雄
氏
は
、「
総
合
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ば
た
き
の
丘
」
建
設
に
際
す
る
住
民
説
明
会
に
お
い
て
、「
か
な
り
厳

し
い
精
神
障
害
者
へ
の
不
安
が
語
ら
れ
」
た
こ
と
、
そ
の
後
の
市
の
説

明
会
で
市
長
に
対
し
「
な
ぜ
よ
り
毅
然
と
し
て
、
世
間
の
偏
見
に
立
ち

向
か
わ
な
い
の
か
と
詰
問
し
た
こ
と
」
を
述
懐
し
て
い
る
（
二
三
四
～

二
三
五
頁
）。
職
業
や
経
歴
に
応
じ
た
、
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

コ
ラ
ム
が
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
地
域
に
関
す
る
多
様
な
語

り
を
可
能
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

二
　
論
点

　

本
書
の
内
容
か
ら
論
点
に
な
り
得
る
と
感
じ
た
点
の
一
つ
が
、
青
山

地
区
の
西
側
に
位
置
し
、
同
じ
開
発
主
体
＝
大
和
ハ
ウ
ス
に
よ
っ
て

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
開
発
さ
れ
た
緑
が
丘
地
区
と
の
関
係
性
で
あ

る
。
両
地
区
は
同
一
学
校
区
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
間
に
一
定
の

交
流
や
一
体
性
が
生
ま
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。
ま
た
、
地

域
編
は
公
民
館
を
単
位
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
対
象
に
し
て
い
る

か
ら
、
他
地
域
と
の
関
係
性
そ
れ
自
体
を
主
題
と
す
る
こ
と
は
、
本
書

の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
本
書
で
は
青
山
一
丁
目
自
治

会
設
立
の
打
診
が
、
行
政
の
依
頼
を
受
け
た
緑
が
丘
東
地
区
自
治
会
長

か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
（
六
〇
頁
）、
自
治
会
設
立
に
向
け
て
緑
が
丘
自

治
会
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
（
七
四
頁
）
に
言
及
さ
れ
て
い

る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
他
に
も
、
青
山
三
丁
目
自
治
会
が
開
始
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
緑
が
丘
地
区
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
話
題
が
初

対
面
で
ぎ
こ
ち
な
い
住
民
の
潤
滑
剤
で
あ
っ
た
こ
と
（
九
九
頁
）、
緑

が
丘
地
区
の
活
発
な
子
ど
も
会
活
動
を
受
け
て
青
山
地
区
で
も
子
ど
も

会
活
動
に
関
す
る
検
討
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど

（
（1
（

（
一
八
八
～
一
九
九
頁
）、
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先
行
す
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
の
緑
が
丘
地
区
の
活
動
が
、
新
た
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
進
め
よ
う
と
す
る
青
山
地
区
に
影
響
を
与
え
て

い
た
こ
と
が
、
本
書
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
前
述
し
た
コ
ラ
ム
に
は
地
域
住
民
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
し

て
、
緑
が
丘
→
青
山
、
ま
た
は
同
様
に
市
内
の
住
宅
地
で
あ
る
自
由
が

丘
→
青
山
と
転
居
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
合
わ
せ
て
六
例
み
ら
れ
る
。
自

治
会
活
動
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
緑
が
丘
地
区
で
丁
目
自
治
会
長
を

務
め
、
青
山
地
区
の
自
治
会
立
ち
上
げ
も
援
助
し
た
経
験
の
あ
る
住
民

が
青
山
に
移
住
し
、
そ
の
後
民
生
児
童
委
員
を
務
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
（
七
六
頁
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
か
ら
全
体
の
傾
向
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

コ
ラ
ム
執
筆
者
の
多
く
が
、
造
成
間
も
な
い
時
期
か
ら
自
治
会
活
動
な

ど
に
深
く
関
与
さ
れ
た
方
々
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

実
際
に
は
前
住
地
や
転
居
の
動
機
は
、
各
丁
目
の
入
居
開
始
時
期
な
ど

に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
一
九
六
〇
年
代
後

半
～
九
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
三
木
市
内
で
造
成
が
進
め
ら
れ
た
緑
が

丘
、
自
由
が
丘
、
青
山
各
地
区
の
関
係
性
や
、
こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
が
引
き
受
け
た
住
宅
需
要
の
内
実
は
、
本
書
や
他
の
地
域
編
に
よ
る

成
果
を
ふ
ま
え
て
検
討
さ
れ
て
よ
い
論
点
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
当
該
期
の
兵
庫
県
に
お
け
る
三
木
市
の
位
置
づ
け
の
一

側
面
を
検
討
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
思
う
。

お
わ
り
に

　

二
〇
二
〇
年
初
頭
の
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
は
、
以
後
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
行
事
の
中
止
や

縮
小
、
開
催
方
法
の
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
る

地
域
の
活
力
の
減
退
に
対
す
る
不
安
感
は
、
本
書
の
随
所
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、「
行
政
と
一
体
と
な
り
「
ま
ち
の
高

齢
化
対
応
」「
若
者
が
再
び
定
住
す
る
ま
ち
」」
の
検
討
を
目
的
と
し

た
「
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
青
山
地
区
西
部
に
位
置
す
る

七
丁
目
の
更
地
の
利
用
方
法
が
具
体
的
な
検
討
対
象
と
な
っ
た
。
住
民

側
は
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
分
析
を
進
め
、

高
齢
者
や
子
育
て
に
対
す
る
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ー
ズ
を
浮
き
彫

り
に
し
た
（
一
四
二
頁
）。

　

そ
の
後
二
〇
二
〇
年
二
月
、
三
木
市
は
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
協
定
で
は
、「
全
国
の
郊
外
型
戸
建
住

宅
団
地
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
先
行
モ
デ
ル
」
と
な

る
街
づ
く
り
が
打
ち
出
さ
れ
、
緑
が
丘
、
青
山
の
両
地
区
は
そ
の
実
践
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の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

（
（1
（

。
先
述
し
た
青
山
七
丁
目
に
つ
い
て
は

「
青
山
７
丁
目
団
地
再
耕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
行
中
で
あ
り
、
用
途

地
域
変
更
を
含
む
計
画
の
住
民
説
明
会
、
施
設
運
営
事
業
者
の
公
募
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

。
本
書
の
刊
行
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
青
山

地
区
は
非
常
に
大
き
な
変
容
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経

過
を
歴
史
的
に
と
ら
え
る
試
み
が
、
再
び
住
民
の
方
々
の
手
で
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

評
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
、
十
分
に
言
及
で
き
な
い
箇
所
を
多
く
残

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誤
読
や
趣
旨
に
沿
わ
な
い
評
価
な
ど
も
多
く
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
容
赦
を
乞
う
次
第
で
す
。

註（
１
） 

日
本
に
お
い
て
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
の
語
は
、
高
層
ア
パ
ー
ト
が
林
立
す
る

団
地
や
、青
山
地
区
の
よ
う
に
戸
建
住
宅
を
中
心
と
す
る
も
の
ま
で
を
含
む
、

多
義
的
な
単
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
金
子
淳
『
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
社
会
史
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
八
～
三
五
頁
を
参
照
。『
青

山
の
歴
史
』の
中
で
も
、地
域
を
形
容
す
る
語
と
し
て「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」「
住

宅
地
」「
団
地
」
な
ど
の
語
が
混
在
し
て
い
る
。

　
　
　

な
お
、
国
⼟
交
通
省
が
①
着
手
時
期
（
昭
和
三
〇
年
以
降
）、
②
計
画
戸
数

と
面
積
、③
「
郊
外
で
の
開
発
事
業
」
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
作
成
し
た
「
全

国
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
リ
ス
ト
」（
平
成
三
〇
年
度
版
）
に
、「
青
山
（
松
が
丘

ネ
オ
ポ
リ
ス
）」
は
含
ま
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
条
件
の
詳
細
や
リ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
国
土
交
通
省
「
宅
地
供
給
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

の
ペ
ー
ジ
を
参
照
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月
二
九
日
）。

　
　

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/totikensangyo/totikensangyo_
tk2_000065.htm

l

（
２
） 

青
木
嵩
「
生
活
拠
点
機
能
の
再
編
に
よ
る
郊
外
住
宅
地
再
生
の
可
能
性
─

三
木
市
緑
が
丘
町
・
志
染
町
青
山
地
区
を
対
象
に
─
（『KG

PS Review

』

二
四
、二
〇
一
七
年
）。

（
３
） 

多
摩
市
史
編
集
委
員
会
編
『
多
摩
市
史　

通
史
編
二　

近
現
代
』（
多
摩
市
、

一
九
九
九
年
）。

（
４
） 

前
掲
金
子
『
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
社
会
史
』
一
三
六
～
一
五
六
、一
八
三
～

一
八
五
頁
。

（
５
） 

吹
田
市
立
博
物
館
、
公
益
財
団
法
人
多
摩
市
文
化
振
興
財
団
企
画
・
編
集

『
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
誕
生　

千
里
＆
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
見
る
都
市
計
画
と

人
々
』（
吹
田
版
、
吹
田
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
６
） 

大
海
一
雄
『
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
物
語
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
九
年
）
ほ
か
。

（
７
） 

兵
庫
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み　

第
１
巻
』

（
兵
庫
県
、
二
〇
二
三
年
）、
同
会
編
『
兵
庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み　

第
２
巻
』（
兵
庫
県
、
二
〇
二
三
年
）。

（
８
） 

前
掲
金
子
『
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
社
会
史
』
一
八
五
頁
。

（
９
） 

前
掲
吹
田
市
立
博
物
館
、
公
益
財
団
法
人
多
摩
市
文
化
振
興
財
団
『
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
誕
生
』
二
〇
頁
。
な
お
、
金
子
淳
氏
は
同
企
画
展
の
協
力
者
と
な
っ

て
い
る
。

（
10
） 

一
九
八
八
年
に
開
始
さ
れ
た
青
山
の
子
ど
も
会
活
動
は
、
入
居
数
の
少
な
さ
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な
ど
も
あ
っ
て
緑
が
丘
東
地
区
の
子
ど
も
会
傘
下
と
し
て
開
始
さ
れ
て
い
る

（
本
書
一
八
八
頁
）。

（
11
） 「
三
木
市
と
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
と
の
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」（
令
和
二
年
二
月
二
五
日
付
）

よ
り
引
用
。
三
木
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
と
連

携
協
定
を
締
結
」（https://w

w
w

.city.m
iki.lg.jp/soshiki/6/20491.

htm
l

）
よ
りPD

F
フ
ァ
イ
ル
の
協
定
内
容
を
閲
覧
で
き
る
（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
四
年
七
月
二
九
日
）。

（
12
） 「（
令
和
２
年
12
月
20
日
開
催
）
青
山
地
区
住
民
説
明
会
（
資
料
及
び
要
旨
）」

を
参
照
。
下
記
の
三
木
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（https://w
w

w
.city.m

iki.lg.jp/site/renkei/29999.htm
l

）
よ
り
説
明

会
資
料
のPD

F

フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
で
き
る
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年

七
月
二
九
日
）。




